
【構想の概要】

複教科・科目から学Ϳアプローチと、題発見・解決型の活動をॏ視し、それにより知識の充実、発৴意ཉ・
ٕ術の向上、交ব・連携しつつ行動する力の強化を図った。「人の҆全保ো」をテーマとした。

探究型学習を、いかにして
「行ಈで͖るリーダーの育成」にͭͳ͛るか

ौ୩教育学園ौ୩高等学校
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࣮のઆ໌

本校におけるＳＧＨは、全校生徒が参加する教科
横断型自調自考授業を中心に、地球社会が抱えてい
る課題（平和、人権、環境など）に取り組むことを
基本とした。その探究活動を通じて、課題解決に向
けての方策を考え実践できる力を身に付けるために、
次のようなプロジェクトを実施した。

①　5Ie�8PSMd�in�2050
高校 1 年生対象・1 学期。中学までの地理・歴

史・公民の学習内容を「これからの世界を考えるた
めに必要な知識」と位置づけ、『2050 年の世界：英

「エコノミスト」ࢽは予測する』を導入として用い
た。また、昨今のۓ張する世界情勢から、より多く
の報道記事を教材として活用した。授業の中では、
グローバル化する世界の中の日本、特に女性の人権
と社会参加に関わる課題を取り上げ、よりよい社会
を築くためにどのように行動していくのが良いか、
互いに意見を述べ合い、考えを深めた。また、ۓഭ
するアジア情勢を取り上げ、二国間の課題、多国間
の課題の違いを理解し、問題解決の手法についてま
とめた。少子高ྸ化や AI の進าを取り上げ、その
問題を自分との関わりで整理し、論点をまとめた。
連携大学から海外の女性研究者を招き、その方を特
別講師として授業を行った。（公民科）

公民科で学習したトピックに関する新聞・雑ࢽ記
事（英文）を授業教材として取り上げ、読解力を養
うとともに、内容に関する更なる調査を行い、それ
をもとに、プレゼンテーションやディベートを行っ
た後、エッセイとして完成させた。（英語科）

②　PSPKecU�HiSPTIima
高校 1 年生対象・年間。広島への研修とその前後

の期間に、戦૪・ฆ૪や平和についての価値観の文
化間比較を通して、「人間の安全保障」について多
角的に理解を深めると共に、英語を用いて「広島」
を発信する方法を実践的に学び、海外校での発表の
機会を設けた。

図書館の資料やインターネットを利用して、広島
について調べ、その情報を精査し、発信力を高める
授業を行った。（情報科・1 学期）

戦後の安全保障政策の理想と現実の 3 つの視点

（投下容認派・核ࢭ派・核ഇࢭ派）から考察し、
それぞれに立場を交換しながら、ディスカッション
を行うことで、理解を深めた。また、ヒロシマ・ナ
ガサキを出発点に現地でのフィールドワーク（ボラ
ンティアガイドを依頼したൾめぐりや語り部さんと
の交流等を含む）を行い、ヒロシマに対する思いを
理解し、自分たちに何が出来るかを考え、発表した。
また、過去と現在をつなぐため、アジア地域におけ
る核保有の問題も取り上げ、将来にむけてどのよう
に行動したいかと考える機会も設けた。（公民科・2
学期）

連携校である St. Stephen`s Episcopal School 
	 以下 SSES
 と連携し、現地での研修で学んだこ
とをもとに、アメリカの高校生に広島を紹介する
子をチームごとに英語で作成した。完成した作品を
ウェブサイトに掲載し、SSES の生徒たちの意見
や評価を得た。また、ヒロシマが教育の場でどのよ
うにとらえられているかを国ごとに調べ、それぞれ
の違いについてデータや資料をもとに意見を英語で
まとめた。（英語科・2 学期）

高い評価を得たチームは、実際に SSES を訪問
し、直接プレゼンテーションを行い、交流した。ま
た帰国後、校内で、フィードバックの機会を設けた。

（英語科・3 学期）
核ฌ器に関する文学作品「黒いӍ」とハリウッド

映画を取り上げ、現代日本における核ฌ器への意識
を考察し、その表現方法の違いについて学んだ。

（国語科・2 学期）

③　8aST�and�$PnqicUT
高校 1 年生対象・3 学期。平和に関する学びのま

とめとして、地球社会が抱える諸問題のうち Wars 
and  Conqicts をテーマとし、6 つの教科分野か
らのアプローチ（政治・経済・現代社会的アプロー
チ、歴史・倫理的アプローチ、理科・数学的アプ
ローチ、芸術的アプローチ、保健体育・家庭科的ア
プローチ、国語的アプローチ）から対ॲ法を探った。
クラス内で、アプローチごとにグループに分かれ、
課題解決の方向性について、英語で意見をまとめ、
発表する機会を設けるとともに、個人でのエッセイ
にまとめた。また関連する内容として、現代社会の
存在するさまざまな Conqicts（主に途上国と先進
国間のもの）について読み、考えを深めた。（英語科
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3 学期）

ᶆ　SPciaM�+VTUice�and�SeSWice�LeaSninH
高校 2 年生対象・年間。国際社会における様々な

問題（人権・エネルギー・環境など）について家庭
科・現代文・化学・生物・地理・世界史の授業で専
門的に学び、それを英語の授業で統合し、発信した。
今年度は、①児ಐ労働、②水、③エネルギー政策、
④イスラム、⑤生物多様性を取り上げた。（英語科
年間）

また、各授業で学んだ諸問題に関係した社会貢献
活動を各人で計画し、実行するプロジェクトを行っ
た。実行したプロジェクトは、学内で報告し、検証
する機会を設けた。（総合的な学習の時間・年間）

ᶇ　修学ཱྀߦプロジΣクト
高校 2 年生希望者対象（学年の 70％が参加）・2

学期。中国への修学旅行において、現地の高校生と
の交流事業を実施した。互いの文化を紹介する時間
を生徒主体で行い、それぞれの文化的背景について
の理解を深めた。また、1 対 1 での交流も重視し、
英語でのコミュニケーションの機会を設けた。

ᶈ　8SiUe�GPS�UIe�'VUVSe
高校 3 年生対象・1 学期。これまでに学んだグ

ローバル・イシューや地球社会への貢献に関する知
識や経験をもとに、テーマを設定し論文を作成し、
発表した。

ᶉ　高校生会議
全学年希望者対象・ＳＧＨ最終年、年間。本校に

おけるＳＧＨの取組の総仕上げとして、2018 年 7
月 24 日から 28 日まで、ौ୩ນ張高校と共催で国際
高校生会議を行う。この会議では、ޒ大陸にまたが
る世界 18 か国のトップ校から選抜された 107 名の
高校生に日本のＳＧＨ校の高校生 32 名も加わって、
水資源問題という世界共通の大きな問題について考
える。それぞれの学校が自国の抱える問題とそれに
対する取り組みを互いに紹介し合ったり、首都圏の
水関連施設の見学をしたりして現状を深く理解した
後に、将来に向けて地球規模で何ができるかを考察
する。目的は、ए者の視点による解決策を編み出す
ことである。この会議はシンガポールとオランダに

続き、日本が 3 回目の開催となるが、ौ୩教育学園
では、保護者の多大な協力もあり、外国人高校生全
員がそれぞれ生徒の家庭にホームステイすることに
なった。また生徒主体の会議にしたいという思いか
ら運営ボランティアを募集したところ、MC・施設
見学でのガイド役・資料༁といった英語系の職種
だけではなく、飾などデザイン系の職種、誘導・
設営・PC サポートなどԑの下の力と言える職種に
至るまで 250 名を超える応募があった。運営に関わ
らない生徒に対しても水問題についての授業や会議
の結果を共有する機会などを設け、全校での取り組
みとする。

連携大学による協力

英語授業での生徒の討議や作成物への支援として、
連携大学である東京外国語大学の大学院より TA と
して、留学生を招き、継続的にグループ討議に参加
する機会を設けた。また、評価にも加わり、授業の
進め方など多方面にわたり、指導・助言を得た。

Ξンέート（20１ÿ 年 3 分析（ࢪ࣮݄

生徒には、①授業アンケート②ＳＧＨアンケート
の 2 種ྨを実施し、その成果を分析した。

結果、多くの生徒が授業の成果として、英語運用
力が身についていると感じていた（図 1 参照）。
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▲図�� 高校�年生（6*+第�期生）英語運用にᑐࡍる自信�
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また、東京外国語大学大学院の留学生による授業
支援は、評価している生徒が多く、継続的な支援を
することで、活発な討議につながり、発信力の育成
につながることが確認された（図 2 参照）。
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▲図４� 6*+第２期生� ３年間における意識変化 

H28：高1修了時(H28.3) , H29：高2修了時(H29.3) 

H30： 高3修了時(H30.3)  
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 ࠋࡿ࠸࡚ 
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 ࠋ࠸ࡓࡵ
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 ࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚
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 ࠋ࠸ࡓࡋࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀศ⮬࠺ࡼࡿ

(25) ᆅ⌫♫ࡀᢪࡿ࠼ၥ㢟ࡢゎỴ㈉⊩ࠋ࠸ࡓࡋ 

 ㈉ᆅ⌫♫ࠊࡋά㌍࡚ࡋ࣮ࢲ࣮࣭ࣜࣝࣂ࣮ࣟࢢ (26)

 ࠋ࠸ࡓࡋ⫣

(27) ᾏእࡢ♫ᑐࠊࡾࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࡋ 
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ＳＧＨ 1 期生に比べ、2 期生の方が、英語運用力
に対して自信を持っている生徒、これまで学んだ知
識やデータの活用力が将来有用であると考える生徒、
地球社会に貢献したいと考える生徒の割合が増えた

（図 3 参照）。
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▲図３� 6*+第１、２期生（高３次）英語運用力についての自信 
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▲図４� 6*+第２期生� ３年間における意識変化 

H28：高1修了時(H28.3) , H29：高2修了時(H29.3) 

H30： 高3修了時(H30.3)  
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これは、この 4 年間に渡るＳＧＨ授業開発の中で、
年々、教科の連携がスムーズになり、共有する内容
が深まって、プログラムの精査が進んだ結果、学び
の方向性がより明確に生徒へ伝わり、更に授業への
意欲・理解が深まった結果であると考えられる。

第 2 期生の 3 年間における意識の変化を見ると、
本校ＳＧＨが目指してきた「行動できるリーダーの
育成」に関する取組みが、ある程度の成功を見たと
考えられる。特に「自分が得意とする分野、興味を
持っている分野を極めたい」と考える生徒は、2 年
連続で 90% となり、生徒たちが様々な活動を通し
て、アイデンティティや興味関心を確立したことを

示し、自己肯定感を高めていきながら、自己のキャ
リアに向き合っていることがうかがえる（図 4 参
照）。
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ᣢࡿ࠸࡚ࡗศ㔝ࢆᴟࡿ࠼⪄ࠖ࠸ࡓࡵ⏕ᚐࠊࡣ㸰ᖺ

㐃⥆࡛90%ࠊࡾ࡞⏕ᚐࡀࡕࡓᵝ࡞ࠎάືࢆ㏻ࠊ࡚ࡋ

ࠊࡋ♧ࢆࡇࡓࡋ❧☜ࢆ㛵ᚰ⯆ࡸࢸࢸࣥࢹ

⮬ᕫ⫯ᐃឤࢆ㧗ࠊࡽࡀ࡞ࡁ࠸࡚ࡵ⮬ᕫࣜࣕ࢟ࡢ

 ࠋ㸦ᅗ㸲ཧ↷㸧ࡿ࠼ࡀ࠺ࡀࡇࡿ࠸࡚ࡗྜࡁྥ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図４� 6*+第２期生� ３年間における意識変化 

H28：高1修了時(H28.3) , H29：高2修了時(H29.3) 

H30： 高3修了時(H30.3)  

(19) ⓗ࡞ヰ㢟㛵ࡿࡍⱥㄒࢆㄞࡋࡾࡓ࠸⪺ࠊࡾࡔࢇ 

 ࠋࡿ࠸࡚ 

(20) ᾏእࡢᏛࡣࡓࡲࠊᏛ㝔࡛Ꮫ࠸ࡓࡳ࡛ࢇ 

(21) ⮬ศࡀᚓពࡿࡍศ㔝ࠊ⯆ࢆᣢࡿ࠸࡚ࡗศ㔝ࢆᴟ 

 ࠋ࠸ࡓࡵ

(22) ⮬ศࡀᚓពࡿࡍศ㔝࡛⮬ศࢆ࠼⪄ࡢⱥㄒ࡛Ⓨಙࡋ 

 ࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡚

(23) ⮬ศࡀᚓពࡿࡍศ㔝࡛࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜࠊά㌍ࡓࡋ 

 ࠋ࠸

(24) ᪥ᮏࣝࣂ࣮ࣟࢢࡀ♫ࡢ୰࡛Ꮡᅾ౯್ࡿ࠶ࡢᅜ࡞ 

 ࠋ࠸ࡓࡋࢆࡇࡿࡁ࡛ࡀศ⮬࠺ࡼࡿ

(25) ᆅ⌫♫ࡀᢪࡿ࠼ၥ㢟ࡢゎỴ㈉⊩ࠋ࠸ࡓࡋ 

 ㈉ᆅ⌫♫ࠊࡋά㌍࡚ࡋ࣮ࢲ࣮࣭ࣜࣝࣂ࣮ࣟࢢ (26)

 ࠋ࠸ࡓࡋ⫣

(27) ᾏእࡢ♫ᑐࠊࡾࡓࡗ⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࡋ 

 ࠋ࠸ࡓࡋᅜ㝿㆟࡛Ⓨゝࡣ࠸ࡿ࠶
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